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流民を検討対象としている。まず基礎的な整理作業の成果として 7 世紀後半から 11世紀に至る朝鮮(済州島を含む)か
らの漂流民の事例を網羅的に提示する。その分析をもとに，これを 3 期に分け，第 1 期( 7 世紀後半'"'-'774年)は来日
した新羅使節に付して漂流民が送還された時期，第 2 期 (774年'"'-'842年)は，漂流民を単なる「流来J 者と「帰化J 者








ことを明らかにするとともに， r小右記j にみえる 11世紀初めの事例を新たに取りあげ，この時点で渡海の禁制が存在
したことを論証し，それが延喜年間の政策によるものではなく，養老の衛禁律の中に本来存在した規定に基づくもの
であることを論じている。




































研究では見落とされていた史料の価値を掘り起こしたことである。たとえば第 1 部第 1 章で扱われている唐の外交文
書も，日本宛てのものが注意されてはいたが，これを他の図書と対比検討したのは本研究の功というべく，これによ




独自にこれを行い，それが立論に大きく貢献している。第 1 部第 3 章の漂流民に関する論は，そうした労多い作業の




誤りを指摘したことである。第 2 部第 l 章において，延喜年聞に鎖国政策がとられたとする説に反証を示した点や，





張である。 10世紀以後の対外関係では，従来貿易面ばかりが重視されてきたのに対し，第 2 部第 3 章を中心に王朝国家
期においても中華思想に基づく国際意識の維持されていたことが明らかにされているが，このような成果をみると
き，上記の主張は極めて妥当なものであり，こうした視点で対外関係史を見てゆくことの重要性が痛感される。
しかしながら本研究にも問題がないわけではない。本研究は上にも述べたとおり，着実な文献的実証による史実の
解明によって，精彩に富むものとなっていることは確かであるが，荘園内密貿易説への批判をめぐっては，宋船の着
岸地に関する最近の服部英雄の説をふまえ，さらに考察を深めてゆく必要があろう。また論述の面では，個別的な実
証成果が，ともすれば自己完結的で，外交と貿易を一体のものとみる構想と充分有機的に関連していないうらみがあ
る b 日本と東アジアの他地域との比較も，現象面におけるやや皮相なものに終始し，内在する社会的，歴史的な要因
への踏み込みに欠けるところがあるのは否めない。
しかしこれらの欠点は，申請者が前途ある研究者であることを考慮すれば決定的なものとはいえず，本研究で達成
された実証的成果を踏まえ，今後自らの構想を深化させてゆくことが期待される。本論文は充分にその基礎となりう
る価値をもっており，学位に値するものと考えられる。
ここに本委員会は，本論文を博士(文学)の学位を授与するにふさわしいものであると認定する。
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